




 
 

 ③電気自動車等の普及が進む中、県の基盤産業である自動車関連産業が変化に迅速に対応できるよう

支援する必要があります。 

④知的財産の取得及び利活用を進めるため、特許庁が策定した「地域知財活性化行動計画」に基づき、

中部経済産業局との連携を進めながら、県内企業の特許取得や知的財産に関する情報収集を推進し

ています。また、中小企業自らが行う研究開発や知的財産の取得については、（公財）三重県産業

支援センターと連携して、11 月末までに３件の外国出願に対して支援を行いました。 

技術革新に対応するため、知的財産を通じた技術支援を更に充実させる必要があります。 

 ⑤県内企業等の課題解決や技術開発力の向上を通じた高付加価値化を図るため、ＡＭＩＣを中心に国

等の研究開発プロジェクト獲得に向け、産学官連携や共同研究を進めています。引き続き、ＡＭＩ

Ｃを中心に企業、高等教育機関、県工業研究所等が連携し、共同研究開発や産学官連携推進、技術

人材育成に取り組むことが必要です。 

⑥県内ものづくり企業の技術開発力をより一層強化するため、県工業研究所が保有する設備や知見を

活用し、平成 30 年 11 月末までに企業との協働による新技術導入試験を４件、補助金申請のブラッ

シュアップ支援を 40 件、企業の課題解決を図る共同研究を 13 件、現場派遣等技術支援を 35 件実

施しました。これらの連携活動の一環から、藻類活性化機材の開発をテーマとして、三重大学、鳥

羽市水産研究所、県工業研究所、県内企業の連携体制による競争的研究資金（国立研究開発法人科

学技術振興機構（ＪＳＴ）、Ａ－ＳＴＥＰ試験研究タイプ）の獲得につながりました。 

また、地域資源、基盤技術、成長分野などをテーマに、みえ産学官技術連携研究会の特定課題検討

会を８回開催しました。このような研究会活動を通じて、京都大学、産業技術総合研究所、県工業

研究所が保有する各々の技術シーズを活用する複合部材開発（経済産業省、戦略的基盤技術高度化

支援事業）、及び県工業研究所が中心となって三重大学とともに技術シーズを活用する陶磁器製造

技術開発（環境省、二酸化炭素排出削減対策強化誘導型技術開発・実証事業）の２件のテーマにつ

いて、競争的研究資金の獲得につながり、産学官プロジェクトを創出できました。さらに、厳しい

参入競争が見込まれるエネルギー関連技術の開発について、県の技術開発を推進し、シーズ創出を

促進する共同研究９件に取り組んでいます。 

引き続き、県工業研究所の設備や知見を活用し、「町の技術医」として中小企業が抱える技術課題

の解決に取り組むとともに、研究会活動を通じて、県内企業の基盤技術力の向上や地域経済を牽引

する産学官プロジェクトの創出につなげていく必要があります。 

 ⑦県内ものづくり中小企業の技術や製品の販路拡大のため、大手企業等との技術交流会を４回開催し、

15 件の商談につながりました。また、優れた経営を行う中小企業を表彰する「三重のおもてなし経

営企業選」は、表彰企業５社を選定しました。 

大企業等からは、設計や試作段階から参画できるような技術力の高い中小企業への期待が高まる一

方、商談成約にかかる時間が長期化していることから、より一層のマッチング機会の創出促進とと

もに、商談継続のための支援強化が必要です。 

 ⑧石油コンビナートの強靭化、国際競争力の強化に係る国や自治体の取組について、全国石油コンビ

ナート立地道府県協議会等において情報共有を行うとともに、８月に同協議会を通じて国に対し、

提案・要望活動を行いました。引き続き、四日市コンビナートの競争力強化に取り組む必要があり

ます。 

 ⑨三重県と北海道との産業連携では、７月に北海道で開催された「北洋銀行ものづくりテクノフェア

2018」に出展し、三重県の魅力や県内企業の技術力などについてＰＲを行いました。今後も、両地

域の強みや地域資源を生かした産業連携を進める必要があります。 







 
 

②（新）次世代自動車開発支援事業【基本事業名：32203 ものづくり基盤技術の強化】 

  予算額：（30） － 千円 → （31） ３，００８千円 

  事業概要：プラグインハイブリッド（ＰＨＥＶ）や電気自動車（ＥＶ）等の次世代自動車の普及が

進む中、自動車産業における変化に迅速に対応するため、次世代自動車分野において必

要とされる新素材の加工技術や軽量化技術の習得を支援することにより、産業基盤の強

化を図ります。  

 

③高度部材に係る研究開発促進事業【基本事業名：32203 ものづくり基盤技術の強化】 

  予算額：（30） １１３，３１４千円 → （31） １６１，８４６千円 

  事業概要：ＡＭＩＣを拠点に、「人・技術の出会いの場」としての交流機能を向上させつつ、イノ

ベーションの種を見出し、産学官の連携を進め、北勢地域を中心とする県内の高度部材

関連企業を支援する体制を強化するため、「最先端部材の共同研究」「中小企業の課題解

決」「技術人材育成」に取り組みます。  

 

④みえ産学官連携基盤技術開発研究事業【基本事業名：32203 ものづくり基盤技術の強化】 

   予算額：（30） ６１，８８７千円 → （31） ８７，７４８千円 

   事業概要：県内ものづくり企業の競争力の強化や付加価値額の増大につなげるため、産学官が連

携する研究会を設置し、協働による新技術導入などに取り組み、県内中小企業・小規

模企業の基盤技術力の向上を図ります。 

 

⑤（一部新）四日市コンビナート競争力強化事業 

【基本事業名：32203 ものづくり基盤技術の強化】 

   予算額：（30） ３２６千円 → （31） ３，２８８千円 

事業概要：四日市臨海部工業地帯を、引き続き競争力を有する石油化学産業の集積地としていく

ため、産学官による協議の場を通じて四日市コンビナートの競争力強化や先進化に向

けた検討を行います。また、これからのコンビナートプラント運営に必要な技術人材

の育成に取り組みます。 

 

  ⑥中小企業・小規模企業の課題解決支援事業【基本事業名：32204 技術開発の推進】 

   予算額：（30） ４５，０８８千円 → （31） ７５，７３５千円 

   事業概要：県内中小企業・小規模企業が抱える技術課題を解決するため、新商品開発等の企業ニ

ーズに応じて共同研究を実施するとともに、依頼試験や機器開放、人材育成研修等の

技術支援を行います。 

 

  ⑦国内販路開拓支援事業【基本事業名：32205 ものづくり企業の販路開拓の促進】 

   予算額：（30） ２，６４１千円 → （31） ２，４１６千円 

   事業概要：中小企業・小規模企業の販路拡大の機会を創出し、新たな取引先の開拓を支援すると

ともに、川下企業のニーズの把握や、ネットワークの構築・強化を図るため、川下企

業等との技術交流会（展示会・個別商談等）を開催します。 

 

 



 
 

⑧みえ産業企業選事業【基本事業名：32205 ものづくり企業の販路開拓の促進】 

   予算額：（30） １，５６０千円 → （31） １，２４４千円 

   事業概要：地域において事業の継続的発展が期待できる経営モデルを広めるため、優れた経営を

実践している中小企業・小規模企業を「三重のおもてなし経営企業」として表彰する

とともに、他の企業表彰制度とも連携しながら、受賞企業の魅力を積極的に発信しま

す。 

 

  

⑨みえライフイノベーション総合特区促進プロジェクト事業 

【基本事業名：32202 ライフイノベーションの推進】 

予算額：(30) ３９，３２９千円 → (31) ２３，３４６千円 

事業概要：医療・福祉現場等におけるニーズ提供者と県内ものづくり企業とのマッチング等必要

なコーディネートを行うとともに、認知症の人やその家族等にも目を向けた生活支援機

器等の開発支援・普及促進等に取り組むほか、県内外ヘルスケア分野の企業・研究機関

等を対象にした情報発信等の営業活動を行います。 
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